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夢を見ました。夢のなかで、私は、何

かを決意し、覚悟することをせまられ

ているのです。それも、私ひとりでは

なく、そこにいる、何人ものひとが、

同じように、決意と覚悟を、もとめられ

ているようでした。 

 

「自分で決めることが必要です…」 

誰が言っているわけでもないのに、

そうしなければならないのだと、なぜ

か、わかっている感じです。 

 

それは、どうしてもやらなくてはなら

ないこと。だからこそ、覚悟しなけれ

ばはじめられない。…そんなことを

思っているのです。 

 

目が覚めたあとも、何度も何度も、自

分に言い聴かせている、そんな映像

が、頭のなかに残っていました。 

 

そして、ふっと、ことばが降りてきた

のです。どんな灯（あかり）をともした

いのか。…と。 

 

ああ、そうなのか…と思いました。覚

悟しなければならないこと。それは、

特別なことでも何でもなくて、ひとは、

誰でも、この世に価値のある存在とし

て生まれてきて、果たすべき役割を

もっていること。 

 

その役割を果たすためには、そのこ

とを、自覚し、決意する必要があると

いうこと。何をするかは、すべて、そ

のひとにゆだねられているということ。

そのことが、わかったのです。 

 

どんな灯（あかり）をともしたいのか。 

決意し、覚悟することは、そのことだ

ったのです。私たちは、この世に、

灯をともすために生まれてきたので

す。 

 

それが、どんな灯であるのか、どん

なにちいさなものであろうと、どんな

に目立たぬものであろうと、灯である

ことに、変わりはないのです。 

 

みずからが、そのことを自覚し、選ぶ

ことが大切なのです。ひとの灯と、比

べる必要はないのです。明るい、暗

いと、憂いたり、おとしめたりする必

要もないのです。 

 

どの灯を、どのようにともすかは、す

べて、そのひとが決めることだからで

す。そのひとが決めないかぎり、どん

な灯も、光を放つことはないのです。 

 

無数の、ちいさな灯がともっているよ

うすが、こころのなかに浮かびました。

それは、宮沢賢治の作品「ポラーノ

の広場」のなかの、シロツメクサの花

の、白い灯のようでもありました。 

 

一つひとつはちいさいのに、集まる

と、野原全体がぼうっと白く明るく光

って見えて、ひとびとを、祭りの場へ

と、案内してくれるのです。 

 

ああ、そんな、花のような灯でありた

い。そんなシロツメクサのひとつであ

りたい。そんなふうに思いました。 

 

そして、私たちが、そんなふうに、ち

いさな灯をともしあえる存在なのだと 

いうことを、忘れないでいたい。一人

ひとりがもっている尊厳を、どんなと

きでも、見失うことがないように…。 

 

私は、静かに祈りました。私の内なる

灯に向かって。無数に咲いている、

すべての灯に向かって。どうぞ、忘

れないでください。忘れずに、見つ

めてください。あなた自身がもってい

る灯を。 

 

どうぞ、あなたの灯を、高くかかげて

ください。そして、この世界を照らし

てください。かがやかせることができ

るのは、あなただけです。あなたにし

か、できないことです。 
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